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 今年（2014 年）は、Windows95 が発売され爆発的にヒットしてからちょうど 20 年目で
ある。この 20 年間で、我々を取り巻く環境の中においてコンピュータとインターネットの
存在感が大きく膨れ上がったのは間違いない。はじめは各家庭にパーソナルコンピュータ
が 1 台有るか無いかの割合で普及し始め、インターネットに接続できる人も、時間も、場
所も限られた状態でしかなかった。しかし、ほぼ同時期に個人一人ひとりが所有する形で
広まっていった携帯電話の多機能化が進み、現在のスマートフォンに至ってはほぼ小さな
コンピュータ化したことにより、誰もが、いつでも、どこでもインターネットに接続でき
る環境が出来上がったのである。言い換えれば、誰もが、いつでも、どこでもインターネ
ットに接続された社会になってしまったのである。確かに、このインターネット社会は大
変便利で、情報という非常に価値の高いものを、いつでも、瞬時に、大量に得ることがで
き、しかもそこには大した知識を必要としないのである。しかし、このような便利なもの
であるが、様々な危険を含んでいることを忘れてはいけない。 
 一つ目の危険は、犯罪やトラブルに巻き込まれることである。これほどまでに普及した
インターネットを悪意を持った者が見逃すわけがなく、有害サイト、アポイントメント商
法、ワンクリック請求、違法な出会い系サイトなど犯罪の例を挙げれば枚挙にいとまがな
いほどである。犯罪まで行かなくともトラブルの原因として、他者の誹謗・中傷、迷惑メ
ール、虚偽情報など様々な危険が潜んでいる。 
 二つ目の危険は、体と心への影響である。パソコンやスマートフォンの長時間における
利用は眼精疲労や屋外での活動する時間の減少により、視力や体力の低下など健康に悪影
響を及ぼす危険性がある。さらに、就寝前に画面からの強い光を見続けることは、その後
の睡眠を阻害する可能性も示唆されている。また、インターネットに氾濫する有害情報は
価値観やモラルに悪影響を及ぼす恐れがあり、掲示板や SNS などでの誹謗中傷により心理
的ダメージを受け、自殺にまで発展する事件も起きている。その他にも、家族や友人と直
接コミュニケーションを持つ時間が減ることにより、コミュニケーション能力の低下に対
する警鐘が多方面で鳴らされている。 
 このように、インターネットおよび携帯電話・スマートフォンの普及は、人と人のつな
がりを、我々の生活を、世界を変えてしまったと言えるだろう。そこから我々が受け取っ
ている利便性や恩恵は計り知れない。しかし、その中には多くの脅威があることを忘れて
はいけない。そして、まだまだ未成熟な技術であるがゆえに、法整備や規格・規制作りな
どが追い付いていない部分も多く、今後も新たな脅威が現れ、それに巻き込まれるかもし
れないことを肝に銘じる必要があるだろう。適切な倫理を持ち、きちんと自己防衛をした
上で、安全で快適なインターネット生活おくっていただきたい。 
